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2006 年度 海外調査活動記録 





たる目的は、昨年度（2006 年 3 月）の台湾における資料調査で、縮尺二千分の一の「南京









１．台湾調査（8月 19 日～9月 2日） 












そのなかで、南京市工務局編輯・発行『南京市工務報告』（民国 26 年＝1937 年 5 月）所収





                                                  
1 『広東省田畝調査冊』については、片山剛「1930 年代広東省の『田畝調査冊』の性格と作成経緯」『近
代東アジア土地調査事業研究 ニューズレター』1, 2006 年, pp.2-13 参照。 
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8 月 21 日（月） 国史館（台北県新店市） 
 終日、档案資料の調査を行う。荒武・山本両名は、2006 年 3 月 10 日に国史館で発見し
た「37 保公佈図」所載の土地の各筆データについて、すでに大阪でエクセル入力済みデー










8 月 22 日（火）国史館 
 共同調査の小林を加え、総勢七名で調査を続ける。前日の調査で見つけられなかった 38
保の地籍図を探す。2006 年 3 月の調査時に、国史館における档案名「第十、第三十八保図」
（地図二枚）と「二区江心洲地籍公佈図」（地図三枚）の二件の地図群をすでに閲覧してい
た。しかし「第十、第三十八保図」に含まれる二枚の地図は接合しなかった。そしてその
時は、「第十」というタイトル名から、第 10 区第 38 保の「はぐれ地図」の集まりではない
かと考えた。また「二区江心洲地籍公佈図」に含まれる三枚の地図は相互に接合するが、
それらの上部と下部に接合するはずの地図を欠く、不完全なセットであった。そして「二
区」というタイトル名から、第 12 区の江心洲とは別に、第 2 区にも江心洲が存在し、そこ








































8 月 26 日（土）台湾分館 
 南京市・江蘇省・浙江省の政府公報を中心に、資料収集を進める。午後、渡辺が帰国。 
 






















8 月 31 日（木）中央研究院近代史研究所図書館／台湾分館 
 この日は、二班に分かれて活動する。荒武・田口・山本の三名は、近代史研究所図書館
で、1940～50 年代の南京市の市政報告・統計年報、広東省民政庁発行の広東省各県の報告
類（1930～40 年代頃）、広東省各県の農業調査報告（1930～40 年代頃）を閲覧する。 
片山・大坪の両名は、午前中に、台湾科技大学副教授の陳淑銖博士と会い、12 月開催予
定の国際ワークショップへの参加を要請する。午後、両名は台湾分館へ移動し、『広東省田
畝調査冊』高要県「小湘郷」（全 14 冊）のうち、1～6 冊をデジカメ撮影する。 
 









２．南京調査（12 月 19 日～29 日） 



















12 月 22 日（金）南京市档案館／第二歴史档案館（ともに南京市玄武区） 

















年代の江心洲の開発史、及び 1948 年の江心洲扶植自耕農計画に関連する档案を見出す。 
夜、調査協力を依頼していた朱海濱氏（復旦大学副教授）が南京に到着する。 
 
12 月 26 日（火）南京市档案館 
 南京市档案館の閲覧許可がようやく下りたため、朱海濱氏を加えた総勢五名で、終日、














12 月 28 日（木）江心洲 






12 月 29 日（金）【南京発⇒関空着】東方航空 MU533 便 
片山・荒武・大坪・山本の四名が帰国。搭乗予定機の故障による機材変更のため、一時
間遅れで南京を離陸。関空到着も一時間遅れになる。 
 
 
おわりに 
 本年度の海外調査は、台湾・南京ともに大きな成果をあげ、おおむね所期の目的を果た
すことができた。次年度以降は、台湾の国史館や南京市档案館などにおいて、引き続き資
料調査にあたるとともに、江心洲の本格的現地調査を行うことが課題となる。 
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